
取扱説明書 EMI Shielding Technology

プラスコート株式会社

品　　名 合成樹脂塗料（導電性 銀・銅 含有）

ポリカーム　タッチアップペイント

PTP-G1501

15mL  ／  40mL

約 33ｇ ／ 約 84g

名　　称

品　　番

内 容 量

重　　量

仕　様

各部の名称

危険有害性情報

性　能

注意書き

使用上のご注意

販売元情報

ご使用方法
●蓋を締め、容器を激しく振ってく
  ださい。（主成分が沈殿しています）
●カラカラと攪拌玉の音がし始めて
　から、さらに 30 回以上振り続け
　てください。

販　売　元：プラスコート株式会社
　　　　　　〒613-0024 京都府久世郡久御山町森川端 91-1
お問合せ先：プラスコート株式会社   
電　　　話：075-632-1568( 代 )          F  A  X：075-631-4703
ホームページ：http://plascoat.co.jp/

●キャップを反時計回り（左回転）に回して
　キャップを開けてください。注）フタが固
　い場合は容器内が陰圧になっている可能性
　がありますので、手などでしばらく温めて
　から再度手で蓋を回してください。絶対に
　工具等を使用しないでください。
●キャップ部分を手に持って、導電塗料を
　適量、薄く塗り、軽く乾いたら重ねて
　塗る、これを数回繰り返してムラなく
　塗布してください。
●ハケの塗料が少ない場合や、ハケが乾
　き始めた場合は、ハケを容器に入れるか、一旦キャップ
　を締めて、ハケ部を塗料に浸けてください。
●塗り終わったら、ハケ部を容器内に戻し、
　キャップを時計回り（右回転）にしっかり
　と締めてください。

・引火性の高い液体および蒸気・飲み込むと有害のおそれ・吸
入すると有害のおそれ・皮膚刺激・眼刺激・臓器の障害（中
枢神経系）・臓器の障害のおそれ（腎臓、呼吸器、中枢神経系）
（気道刺激性、麻酔作用）」・長期にわたる、または、反復暴露
により臓器の障害（中枢神経系　末梢神経系）・水生生物に有害

・換気の良い場所で取り扱う。・周囲で火気、スパーク、高
温物を使用しない。・静電気対策のため、装置類は設置し、
電機機器類は防爆型 ( 安全増型）のものを使用する。・皮膚、
粘膜、衣類に触れたり、目に入らないように、適切な保護具
（保護マスク、保護めがね、保護手袋、長袖の作業衣など ) を
着用する。・使用済みの空容器は一定の場所を定めて集積す
る。・使用済みのウエス、塗料カス、ダストなどは、廃棄す
るまでは必ず水に漬けておく。・シンナー遊び、汚れ落とし
等、本来の用途以外には使用しない。・冷暗所に保管する。
・火気、熱源、直射日光からと遠ざけて保管する。・子供の
手の届かないところに保管する。 

●容器の中で導電塗料の成分が沈殿しています。ご使用前にキャップをしっ
　かり締めた状態で、容器内の攪拌玉がカチカチと動く音が聞こえるまで容
　器をよく振ってください。
●カチカチと攪拌玉が動く音がしてからも 20 ～ 30 回さらに容器を振って、
　塗料をよく混ぜてからご使用ください。
●ご使用中やご使用後、長時間キャップを開けたままにしないでください。
　塗料の増粘、硬化、シンナー中毒、引火による火災等の原因になります。
●一度固化した塗料は、希釈しても元の性能を発揮できませんので、再使用
　せず廃棄してください。
●ご使用後はキャップをしっかりと締め、高温、多湿、直射日光を避け、通
　気性の良い涼しい日陰で保管してください。
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危険物第四類第 1石油類　  危険等級Ⅱ

有機溶剤中毒予防規則：第２種有機溶剤

危険

火気厳禁

表面抵抗値：1Ω/□以下 ( 約 50μm厚）　※保証値ではありません。
乾 燥 時 間  ：指触乾燥 25℃×5～ 15 分程度
                         硬化乾燥 25℃×12 時間程度（条件により異なる）
色           相  :  灰茶色
塗 布 面 積 ：15ｍL：はがき大 、 40mL：A4 サイズ程度
被   塗   物  ：一般プラスチック、ガラス、PBT、PPS など
　　　　　（PP、PE、ナイロン等には下塗りプライマーが必要） 

※図は一部を省略化しています。
容器：アルミ

ハケ軸部：PP

毛先：ナイロン

キャップ ( 受け )：PP
キャップ：PP

製品安全データシートを良く読んでからご使用ください。


